今度の 双葉 山の 場合 は、 自分 は y J の) J ろ 相撲に 遠 ざ 

かった ので、 よく 訣を しらないが、 太刀 山の 場合 は、 

正面から 順当に 行った ので は、 どうしても 勝 味の ない 

ものであった。 そこで 何 かの 虚を ねらって その 虚を衝 

いた ものである。 して 見れば、 双葉 山の 場合 も、 もう 

そろそろ さう いふ 状況に あ つても いい 頃 だとお も へ る- 

大勢が たかって 双葉 山 を 調べるなら、 何 かの 『虚』 が 

出て 来る 害 だからで ある。 この 『虚』 の 問題 も、 今回 

の 敗因の 一 つと 考へ 得る だら う。 併し、 私 は それより 

も 身体 的の 原因に 重き を 置かう として ゐる。 私 は、 双 

葉 山の 罹かった ァメ ー バ 赤痢と いふの を、 双葉 山 自身 



よりも、 ほかの 双葉 山 批評家よりも、 余程 重く 考 へて 

ゐる ものである。 

一 月 十九 日 (二十日 附) の 読売 新聞の 第二 夕刊で、 

長 谷川 如是 閑 氏 は、 いろいろ 考察した うへ に 心理的 効 

果に 重き を 置き、 『然るに ある 動因から その 地位が 転 

倒す ると 事態 は 正反対に 逆転す る。 双葉の 最初の 敗因 

が 何であった にせよ。 それ は 事態 を 逆転させる 機会と 

なった。 ために 両者の 心理的 効果 は 逆にな つて、 双葉 

の 十分の 力 は 八 分に しか 作用し なくなり、 相手の 十分 

の 力が 十二分に 働く ことと なった。 それが 連敗の 因で 

ある。 されば その 心理的 効果のと り 戻しが、 力のと り 



の 敗因の 根本が 体力 問題に 発する 錯覚と ヂ レンマの 混 

生 児であった こと は 確かで ある』 とい ふの が 其 結論で、 

取り口の 評に ついては、 『十三 日間の 双葉 山 をみ ると 

初めは 自信の ある 取 口 を 示し、 安芸ノ海に 敗れてから 

は いささか 自信が ゆらぎ、 両国に 敗れ て か らは 完全 に 

自信 を 失 ひ、 鹿 島洋に 敗れて は 精神的 ヂ レンマに 陥り、 

玉ノ 海に 一 敗 を 喫してから 漸く 或る 一 つの 境地に 入り 

得た とい ふ 複雑な 過程 を 踏んで ゐ るので ある』 とい ふ 

具体的な 評 もあった。 

次に アサ ヒ グラフ (二月 一日 号) に、 藤 島 取締の 談 

が 載って ゐ たが、 実際の 技の 評の しま ひに、 『つまり 双 



ラ— や ショ— ペン ハヮ ー と 同様に ゲ— テ にも ある。 十 

九 世紀の 全部の 美学の 罪 は、 それが 芸術家の 作品に 結 

び 付かないで、 彼等の 言葉 を 分析した ことに ある』 と 

いふので、 彼等と いふの は、 シラ— 以下の 諸 先進の こ 

と を 指して ゐる。 私自身の 備忘録と して 原文 を 引くな 

、ら 原文 は " An die Werke der RXinstler Elnkn&pfen 

* である。 この ノ ankt&pfen "とい ふ 語 は、 糸な ど を 

結ぶ ことに 用ゐら れてゐ る。 つながり、 接続、 関係、 

機縁、 縁故な どと いふ 意味に も ひろがって ゐ るが、 兎 

に 角、 結合して ゐて 離れない 意味が ある。 口 ー ゼンべ 

ルクは その 事 をい つて ゐ るので ある。 



世の (過去の) 芸術 批評家 や 美学 者な どと いふ もの 

は、 希 臘希臘 と 騒ぎ立てて、 何でも 希臘を 標準と して、 

自分の 脚下の 芸術 を 批評しょう として 居る。 人種 も 民 

族 もお かま ひ 無し だ。 それで は 本当の 批評 は 出来ない。 

さう いふ 点で は ウィンケルマン でも レッシング でも 駄 

目で あるし、 十九 世紀の 美学 全般が 駄目で ある。 なぜ 

かとい ふに、 実際の 作物 (Averke) と 緊密に 結びつい 

てゐ ない 論議ば かりして ゐ るからで ある。 さう 口 ー ゼ 

ンべ ルクは 云 ふので ある。 

口 ー ゼンべ ルクの 芸術論 は、 最近の 独逸 主義 実行の 

必要 上、 随分 一 方 的で 無理な 点が ある けれども、 時々 



は 有益な こと をい つて ゐる。 批評が 実際の 作物と 遊離 

して ゐては 何の 役に立たぬ とい ふやうな こと は、 初 学 

者で も 云 ひ 得る 一 つの 結論 だが、 実行の 点になる とな 

かな かさう は 行かぬ と 見え、 外国人な ども 其 点 を 強調 

して ゐ るの を 見付ける とい ふこと もまた、 吾々 が 勉強 

の 一機 縁と なリ 得る ので ある。 双葉 山から 口— ゼンべ 

ルク まで 飛んで、 そのつな がりに 不自由な ところが あ 

つたが、 今夜 はこれ で 我慢せられ たい。 

( 一 月 一 一十 八 曰 夜話) 
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